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不
正
な
標
準
報
酬
月
額
訂
正
と
被
保
険
者
資
格
の
遡
及
喪
失
手
続
き
に
関
す
る
質
問
主
意
書

年
金
記
録
確
認
第
三
者
委
員
会
に
申
し
立
て
ら
れ
た
事
案
の
中
に
、
不
正
に
標
準
報
酬
月
額
の
訂
正
や
、
被
保
険
者
資
格
の

喪
失
日
の
遡
及
処
理
が
行
わ
れ
た
ケ
ー
ス
が
確
認
さ
れ
、
第
三
者
委
員
会
の
あ
っ
せ
ん
を
受
け
た
件
数
が
複
数
発
生
し
て
い

る
。
特
に
、
全
喪
事
業
所
に
勤
務
し
て
い
た
被
保
険
者
に
、
不
正
な
標
準
報
酬
月
額
の
訂
正
と
、
遡
及
し
た
被
保
険
者
資
格
の

喪
失
処
理
を
行
っ
た
ケ
ー
ス
が
存
在
す
る
と
思
わ
れ
る
。
消
え
た
年
金
記
録
問
題
で
、
い
ま
だ
国
民
の
年
金
に
対
す
る
不
信
や

不
安
は
払
拭
で
き
て
お
ら
ず
、
今
回
の
全
喪
事
業
所
に
お
け
る
問
題
は
、
国
民
の
年
金
に
対
す
る
不
信
の
新
た
な
火
種
に
も
な

り
か
ね
な
い
重
要
な
問
題
で
あ
る
。
政
府
は
、
現
在
、
全
喪
事
業
所
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
る
か
を
国
民
の
前

に
明
ら
か
に
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

直
近
の
五
年
間
で
、
全
喪
事
業
所
の
被
保
険
者
に
対
し
、
全
喪
年
月
日
の
前
一
年
以
内
で
標
準
報
酬
月
額
の
遡
及
訂
正

や
、
被
保
険
者
資
格
喪
失
日
の
遡
及
処
理
手
続
き
が
行
わ
れ
た
事
業
所
数
と
被
保
険
者
数
は
ど
の
く
ら
い
か
。
あ
わ
せ
て
、

こ
の
数
字
を
政
府
と
し
て
は
ど
の
よ
う
に
認
識
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
か
。
明
確
な
答
弁
を

求
め
る
。

一



右
質
問
す
る
。

二


